
◆期首会員数　     　36名         ◆入会者　        1名 ◆退会者　  1名 ◆現在　　36名 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長崎西ロータリークラブ　2024年2月27日　 第1793例会　No28

四つのテスト　現行はこれに照らしてから　1.真実かどうか　2.みんなに公平か　3.好意と友情を深めるか　4.みんなのためになるかどうか

◆2/27例会出席     　21名　     ◆免除者出席 　7名 ◆欠   席    15名 ◆出席率 　65.63%

◆司会　　富山容治SAA委員　　　◆四つのテスト 吉田良尚さん　　◆ご来訪ロータリアン　

◆会長挨拶　　　 山田孝二会長 ◆幹事報告　　　尾本久男幹事　

◆米山奨学金支給並びに近況報告
朱　蓮姫（ジュ・ヨンヒ）さん(韓国)  

皆様こんにちは。先週は例会と夜はおかのにて西会があり

ました。参加頂きました皆様ありがとうございました。吉田先

生の受勲のお祝いと安永さんの送別会を兼ねさせていた

だきました。吉田先生には過去の失敗談など楽しいお話を

たくさん聞かせていただきました。安永さんも何だか送別会

という感じがしませんでしたが、ここに立って挨拶をしている

と、時々飛んでくるヤジが聞かれなくなって寂しい気がしま

す。今日はマラソンの話をさせていただきます。先日の大

阪マラソンで國學院大学の平林選手が２時間６分１８秒とい

う初マラソン日本最高、学生新記録、日本歴代７位というタ

イムで実業団選手を抑えて優勝しました。２月１１日に行わ

れた延岡西日本マラソンでは、早稲田の伊福選手が優

勝、２位も東洋大学の選手でした。ここ数年、箱根駅伝を走

る大学生がマラソンでも活躍してきています。今後もこのよ

うな傾向になると思います。年始に行われる、実業団日本

一を決めるニューイヤー駅伝は７区間１００キロ。箱根駅伝

は１０区間２１７キロで行なわれています。箱根駅伝の難し

さは２０キロ以上を走れる選手が最低１０名以上は必要にな

ります。　今年は青山学院が優勝しましたが、実業団チー

ムがもし箱根を走っていても、青山学院には勝てなかった

と思います。ニューイヤーではトヨタ自動車が優勝しました

が、タイムなどを考えてもなかなか難しいです。　それだ

け、現在の箱根を走る大学生は強いということになります。

今年行われるパリオリンピックの次のオリンピック（ロサンゼ

ルス）では、箱根を走る現役大学生がマラソン日本代表を

背負ってるのではないかと予想します。今週日曜日にはサ

ンプリエールにてIMが行われます。参加頂く皆様宜しくお

願いいたします。それから本日の卓話は一般社団法人　長

崎ペンギンの会代表理事の福生靖彦様に行っていただき

ます。後程、宜しくお願いいたします。 

 

 

　 

■IMについての注意事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3/3(日)サンプリエール1Fに各RCの受付を設置　　　　　　

13時30分～受付開始　14時～開会　当日はなるべく公共

交通機関をご利用ください。 

 

 

【結婚祝】　劉　済昌さん　　

【誕生祝】　馬場隆寿さん 

 

 

 

◆結婚・誕生・入会祝い　2/25～3/2

本年度３回目の「西会」が、去る２月２０日「ステーキハウスお

かの」で20名の参加を頂き、賑やかに開催されました。今回

は３５年以上在籍された安永勝信さんの送別会と、秋の叙勲

で旭日中綬章を受章された吉田良尚さんのお祝い会といた

しました。安永さんからは、入会の馴れ初めや青少年奉仕活

動の思い出を伺いました。吉田さんからは、職業奉仕として、

日弁連副会長をお勤めになられた時のお話（出張で殆ど長

崎にはいらっしゃらなかったとか）を伺いました。和やかな雰

囲気であっという間の２時間でした。 

◆西会報告　柳親睦活動委員長



ニコニコ箱 目標　1,200,000円 2/27　　 31,000円　　 　 累計 　  593,200円　

ロータリー財団寄付　目標  １人150ドル/年間 2/27  　    15,000円　　   累計　   164,025円

　米山記念奨学寄付　　目標  １人16,000円/年間　 2/27   　   15,000円　      累計　   201,000円

◆会長　山田孝二　幹事　尾本久男　◆創立：昭和 59 年 10 月 2 日 ◆事務局住所：長崎市東古川町 4 - 16 フジビル 202
◆事務局連絡先: Tel:095-828-1091　 Fax:095-824-5520　◆e-mail:nwrc2740@ngs2.cncm.ne.jp
◆例会：【火】12時30分～13時30分　◆例会場:ホテルニュー長崎 　Tel:095-826 -8000
◆作成:公共イメージ Pプロジェクト委員会/クラブ会報委員会  ◆委員長:劉　済昌　◆編集:事務局　中田久美子

(写真2)

四つのテストの唱和
言行はこれに照らしてから
ひとつ 真実かどうか

ふたつ みんなに公平か

みっつ 好意と友情を深めるか

よっつ みんなのためになるかどうか
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四つのテストは、まず、「言行はこれに照らしてから」と唱和し、
ひとつ、真実かどうか　ひとつ、みんなに公平かではなく、 
ひとつ、ふたつ、みっつ、よっつと唱和をお願いします。 

◆ハイライトよねやま　２８７号
宝篋印塔　　許斐義彦　
脇岬観音寺と本河内長崎街道

卓　話

■安永勝信さん　　昭和６３年９月２７日に柳信良さんの紹

介で入会させていただき、以来３５年間、西ロータリークラ

ブの一員として、お付き合いいただき、ありがとうございま

した。クラブのお陰で今の私が有ります。急な退会で御迷

惑をお掛けしましたが、これからは西クラブの一ファンとし

て皆さんの活躍を見守っていきます。益々の発展を祈念

いたします。退会してからも変わらぬ友情で何かとお付き

合い下さい。令和６年２月２０日 

■山田孝二さん　IM参加の皆様、宜しくお願い致します。 

■江上徹也さん　①「にこにこ」のために。②先日の結婚

記念日のお花に感謝。 

■吉田良尚さん　先週の西会では、私のお祝いをしてい

ただき、本当にありがとうございました。今日は、高校時代

からの友人である福生君が卓話をしてくれるということで、

楽しみにしています。皆様におかれましても、広報やご支

援をしていただけると幸いです。 

■嶽本幸次さん　馬場さん、お誕生日、おめでとうござい

まーす。 

■馬場隆寿さん　誕生祝いありがとうございます。週末は

家族でのんびりできました。 

◆ニコニコ箱

【誕生祝】　野崎地平さん 

【入会祝】　森　修司さん 

 

 

 

　　　 

 

ベトナムの子どもたちを笑顔に

　  創立40周年実行委員会報告　
　　　北口功幸４０周年事務局長

記念事業並びに余興アンケート結果報告　　　　　　　　

【寄贈先】実績４案、新規４案の８案が提示され、提案者

から説明がなされた。 

【実績】①海星学園インターアクトクラブ②マリア園 

③明星園④浦上養育院 

【新規】①長崎ペンギンの会　②発達障害支援センター

③大村椿の森学園　④光と緑の園乳児院 

【余興】４案提示。①インスハート　②ＯＭＵＲＡ室内合奏

団+ハミングバーズのコラボ　③かわち家　④発達児童支

援センターの子どもたちによる合唱や演奏　④龍踊、変

面ショーなど長崎伝統芸能 

寄贈先については８案の中から新旧含めた複数案を採

用する方向で継続審議していく。余興についても出演料

等を調査した上で、以降継続審議し絞り込んでいく（寄贈

先の予算割り振り含む）。 

 

福生 泰彦さん　
一般社団法人 長崎ペンギンの会
代表理事　
「一般社団法人長崎ペンギンの　　　
会の設立までの歩みと思い」

米山学友から能登半島地震へ多額の義援金 2024 年 1 月 1 
日に発生した能登半島地震に対 し、多くの米山学友から義援
金が届いています。 1975 年以前に日本へ留学していた米山
学友 を含むベトナム人グループの方々からは、合計 
1,907,841 円という高額の義援金を送金いただ きました。 義
援金の募集に際し、米国在住のグェン・ア ン・トンさん
（1973-74／姫路ＲＣ・1974-75/甲 府北ＲＣ）のグループと、日
本在住のファン・ マン・カーさん（1974／仙台北ＲＣ）の 2 つの 
グループが取りまとめに動いてくださいました。 グェン・アン・ト
ンさんからは、「米山学友を 含むベトナムの元留学生たちの心
がこもった義 援金です。日本へ留学した経験を持つ私たち
は、 それぞれ異なるバックグラウンドを持ちますが、 今回起き
た地震で被災した方々を支援するため に一致団結していま
す。私たちの思いは、被災 した方々の生活を少しでも楽にし、
復興への道 のりを支援できると信じています。能登半島、 頑
張れ!!」という、力強いメッセージも届いて います。 台湾米山
学友会からは、地震発生後まもなく して支援の申し出があり、
理事長の林 リン 志 シ 昇 ショウ さん （1992-94／津ＲＣ）と、
幹事長の張 逸 崑 ジャン イッ クン さん （1997-98／杵築ＲＣ）
が中心となり、学友に呼 びかけを行いました。張さんの「真冬
の地震発 生に、過去の台湾での地震を思い出し、いても たっ
てもいられませんでした。今回のような能 登半島の大きな被害
に対し、義援金を送ること しかできないことがとてももどかしい
です。被 災された方々が一日でも早く元の生活に戻れる こと
を願っています」という温かいメッセージ とともに、同学友会か
ら義援金として 100 万円 が届きました。 お預かりした義援金
は、当会からまとめて被 災した地区へ送金する予定です。学
友の皆さん の思いに改めて感謝申し上げます。 感謝状を受
け取るカビールさん（右） 公益財団法人ロータリー米山記念奨
学会 E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp 〒105-0011 東
京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3F 
URL：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/ Tel：03-3434-8681 
Fax：03-3578-8281 編集担当：長尾(ながお) 3. 寄付金速報 
― 2024 年は緩やかにスタート ― 

米山記念奨学会では、公式 YouTube チャンネ ルにて、当

事業に関する動画を随時公開してい ます。今回新たに、昨

年 8 月に開催された米山 学友による世界大会「再会 in 関

東」のフルバ ージョン（約 21 分）を公開しました。過去最 大

の 1,000 人以上がつくばに集結した模様に 密着していま

す。大いに盛り上がった 4 年ぶり の世界大会の様子を、ぜ

ひご覧ください。ご希 望があれば、動画ファイルをお送りす

ることも 可能です。広報担当までご連絡ください。 

「再会 in 関東」 フルバージョン 動画公開


